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米国 欧州 中国・アジア・その他 日本

1日:11月全米供給管理協会(ISM)製

造業景況指数

5日:11月ISM非製造業景況指数

6日:10月貿易収支

8日:11月雇用統計、12月ミシガン大

学消費者センチメント指数

5日:ユーロ圏10月PPI

6日:ユーロ圏10月小売売上高

1日:中国財新11月製造業PMI

5日:豪州金融政策決定会合、中国財

新11月非製造業PMI

6日:豪州7-9月期GDP

7日:中国11月貿易収支

8日:インド金融政策決定会合

9日:中国11月PPI、11月CPI

1日:10月失業率、7-9月期法人企業

統計

7日:10月景気動向指数

8日:10月家計調査、10月毎月勤労

統計、10月国際収支、11月景気ウォッ

チャー調査

12日:11月消費者物価指数(CPI)

12-13日:FOMC

13日:11月生産者物価指数(PPI)

14日:11月小売売上高

15日:11月鉱工業生産、12月製造

業・非製造業購買担当者景気指数

(PMI)

20日:12月コンファレンスボード消費者

信頼感指数

13日:ユーロ圏10月鉱工業生産

14日:ECB理事会、イングランド銀行金

融政策委員会

15日:ユーロ圏12月製造業・非製造業

PMI、ユーロ圏10月貿易収支

18日:ドイツ12月IFO企業景況感指数

20日:ユーロ圏12月消費者信頼感指

数、イギリス11月CPI

13日:ブラジル金融政策決定会合

14日:メキシコ金融政策決定会合

15日:中国11月小売売上高、11月

鉱工業生産、11月固定資産投資

12日:11月企業物価指数

13日:12月日銀短観

14日:10月機械受注

18-19日:日銀金融政策決定会合

22日:11月個人消費支出(PCE)、11

月PCEデフレーター、11月個人所得、

11月新築住宅販売件数

26日:10月S&Pコアロジック・ケースシ

ラー住宅価格指数

21日:トルコ金融政策決定会合

31日:中国12月製造業・非製造業

PMI

22日:11月全国CPI

26日:11月企業向けサービス価格指

数、11月失業率

27日:11月住宅着工件数

28日:11月小売業販売額、11月鉱工

業生産

（注）2023年11月24日現在。日付は現地時間。　（出所）各種報道等を基に三井住友DSアセットマネジメント作成

【各国・地域の経済指標、金融政策決定会合等イベントの予定（2023年12月）】

2023年10月27日 2023年11月の注目イベント
2023年09月27日 2023年10月の注目イベント

 12月は主要中央銀行の金融政策決定会合が開催されます。米連邦準備制度理事会（FRB）は、

10月31日〜11月1日の米連邦公開市場委員会（FOMC）で、2会合連続の政策金利据え置きを決め

ました。11月21日に公表されたFOMC議事要旨によると、引き続き経済データ次第で追加の金融引き締め

がありうることが示されました。ただし、足元の経済指標はインフレ率の鈍化傾向を示す指標が続いており、

FRBは12月のFOMCで3会合連続となる政策金利の据え置きを決めるとみられます。

 欧州中央銀行（ECB）は10月の理事会で、2022年7月の利上げ開始以来初めて、政策金利を据え置

きました。欧州の景気減速が鮮明になるなか、政策金利の一つである預金ファシリティ金利は4.0%とすでに

過去最高水準に達していることから、ECBは12月の理事会でも利上げを見送るとみられます。

 日銀は10月末の金融政策決定会合で長短金利操作（イールドカーブ・コントロール）を再修正し、長期金

利の「上限の目途」を1％として、1％を一定程度超えることを容認しました。その後長期金利が低下している

ことや、植田総裁が24年の春闘の行方などを見極めて政策判断を行う姿勢を示していることから、12月会

合は現状維持となりそうです。

2023年12月の注目イベント

主要中銀の政策金利は据え置きか

2023年11月28日

チーフリサーチストラテジスト
石井康之（いしい やすゆき）

https://www.smd-am.co.jp/market/daily/marketreport/2023/10/news231027gl/
https://www.smd-am.co.jp/market/daily/marketreport/2023/09/news230927gl/

